
児童虐待における
養護教諭の役割

令和５年9月２１日

福岡児童相談所 幸丸 文彦

児童相談所は、子どもの福祉を守る行政機関です。

１８歳未満の子どもの福祉に関する相談・通告を受け、子どもの家庭、地
域状況、生活歴や発達、性格、行動等について専門的な角度から総合的に
調査、診断、判定を行い、子ども、保護者、関係者等に対して指導・援助
を行う。また必要に応じて子どもの一時保護、児童福祉施設等への入所措
置などの機能を併せ持つ相談援助活動を行う機関である。（福岡県児童相
談所HPより）

※児童相談所は、児相の基本機能等（①市町村援助機能、②相談機能、③
一時保護機能、④措置機能、⑤民法上の権限行使等）を十分に発揮、活用
し、相談援助活動の理念の実現に向け任務を果たさなければならない。

児童とは

満１８歳に満たない者（児童福祉法第４条）

• 乳児 満１歳に満たない者

• 幼児 満１歳から、小学校就学の初期に達するまでの者

• 少年 小学校就学の初期から満１８歳に達するまでの者

※ なお、児童が児童福祉施設（里親も含む）に入所中の場合、

１８歳に達しても引き続き２０歳に達するまで措置を

行うことが出来る

（児童福祉法第３１条：措置延長）

「福岡県内の児童相談所」
〇 福岡県 ６か所

福岡、宗像、久留米、田川、京築、大牟田

（一時保護所：福岡、宗像、久留米、田川、大牟田）

〇 福岡市子ども総合相談センター

〇 北九州市子ども総合センター

※令和４年７月１日現在：全国２２９か所設置（一時保護所設置：１５０か所）



福岡県の児童相談所の相談受付件数の推移
（令和４年度業務概要より）
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相談種別について（令和４年度業務概要より）

養護 62.1%

(9,218件)

障がい28.8%

(4,269件) 
保健 0% (1件)

非行 2.3%

(345件)

育成 5.4%

(793件)

その他 1.4% (213件) 

福岡県の児童相談所の相談件数について（令和４年度業務概要より）
養護相談受付件数の推移
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相談件数について（令和４年度業務概要より）
虐待相談対応件数・種類別割合

身体的虐待 24.2% 

(1,568件)

性的虐待

1.03 (78件) 

心理的虐待56.5% 

(3,492件) 

保護の怠慢・拒否 16.9% 

(1,046件) 



児童相談所別虐待相談対応件数・虐待者別割合
（令和４年度業務概要より〉

実父 38.3%

(2,367件)実父以外の父 8.4%

(522件)

実母 47.5%

(2,937件)

実母以外の母 0.5%

(30件)

その他 5.3%

(328件)

相談を受ける内容について①

養護相談

虐待を受けた子ども
保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院
稼働及び服役等による養育困難児、迷子
親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ
児童等環境的問題を有する子ども
養子縁組に関する相談

保健相談

未熟児、虚弱児、内部機能障害
小児喘息、その他の疾患（精神疾患を含む）
等を有する子どもに関する相談

相談を受ける内容について②

障がい相談

＜肢体不自由相談＞

＜視聴覚障がい相談＞

＜言語発達障がい等相談＞
構音障がい、吃音、失語等音声や言語の機能障がいを
持つ子ども、言語発達遅滞

＜重症心身障がい相談＞

＜知的障がい相談＞
療育手帳の判定・再判定

＜発達障がい相談＞
自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達
障がい、学習障がい、注意欠陥多動性障がい等の
子どもに関する相談

相談を受ける内容について③

非行相談

＜ぐ犯行為等相談＞
虚言癖、浪費癖、家出、乱暴、性的逸脱等の
ぐ犯行為、もしくは飲酒、喫煙等の問題行動のある
子ども、警察署からぐ犯少年として通告のあった
子ども、又は触法行為があったと思料されても
警察署から法第２５条による通告のない子どもに
関する相談

＜触法行為等相談＞
触法行為があったとして警察署から法第２５条による
通告のあった子ども、犯罪少年に関して家庭裁判所
から送致のあった子どもに関する相談



相談を受ける内容について④

育成相談

その他の相談

＜性格行動相談＞
子どもの人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない
落ち着きがない、内気、緘黙、不活発、家庭内暴力
生活習慣の著しい逸脱等性格もしくは行動上の問題を
有する子どもに関する相談

＜不登校相談＞

＜適性相談＞
進学適性、学業不振等に関する相談

＜育児・しつけ相談＞

いずれにも該当しない相談

児童虐待について

• 児童虐待とは…

保護者による、児童の心身の成長及び人格の形成に重大な

影響を与え、我が国の将来の世代の育成に懸念を及ぼす、

「児童への著しい人権侵害行為」
（児童虐待防止法第1条要旨）

※親は一生懸命に躾をしているつもりでも、

子どもにとって害がある行為であれば虐待です！！

※改正児童虐待防止法が令和元年6月19日成立

親権者等による体罰の禁止（令和２年４月1日施行）

児童虐待の定義について

児童虐待とは、保護者がその監護する児童について行う次に掲げる行為。（児童虐待防止法第２条）

＜身体的虐待＞

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、溺れさせる、 やけどを負わせる、

首を絞める、縄などにより一室に拘束する など

＜性的虐待＞

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、性器を触る又は触らせる、ポルノグラフィの被写体にする など

＜ネグレクト＞

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、

重い病気になっても病院に連れて行かない など

＜心理的虐待＞

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い

子どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（面前ＤＶ）

相談の流れ①

児童・家族
近隣・知人

地域住民
保育所
幼稚園
学校

主任児童委員
民生委員
医療機関

児
童
相
談
所

市町村
県保健福祉事務所

相談・通告

相談・通告

相談・通告



相談の流れ②

例えば…

• 地域の方から

「近所の家の子が、夜になるといつも泣いているんです！！」と電話で通告。

• 小・中学校の先生から

「子どもに痣があるんです。親に叩かれたと言っています！」と通告。

• 幼稚園・保育園の先生から

「食事を食べていないみたい…」と通告。

• 保護者から

「子どもが言うことを聞かないで、深夜徘徊するんです」と相談。

• 病院から

「火傷で通院をした子が、虐待を受けているようです」と通告。

相談の流れ③

相
談
の
受
付

受
理
会
議

調 査 処遇会議社会診断 処

遇

行動診断一時保護

医学診断

心理診断 在宅支援

児童福祉施設
入所措置

里親委託

市町村送致

家庭裁判所送致等

児童相談所の職員について

＜相談部門＞ 児童福祉司

1. 子ども、保護者等から子どもの福祉に関する相談に応じること

2. 必要な調査、社会診断を行うこと

3. 子ども、保護者、関係者等に必要な支援・指導を行うこと

4. 子ども、保護者等の関係調整（家族療法など）を行うこと

初動対応係；虐待の緊急対応（職権保護や立入調査を行い、児童の安全を確保、保護者対応）

相談支援係；虐待以外の相談全般。虐待ケースが在宅となった場合の地域と連携して見守り

里親施設係；里親委託や児童福祉施設入所中の児童のフォロー。家庭引き取りに向けての支援

児童相談所の職員について

＜判定部門＞ 児童心理司 ※相談部門にも配置

1. 子ども、保護者等の相談に応じ、診断面接、心理検査、観察等に

よって子ども、保護者等に対し心理診断を行うこと

２．子ども、保護者、関係者等に心理療法、カウンセリング、

助言指導等の指導を行うこと

３．児童の問題行動に対して、通所による心理プログラムを行う

※児童福祉司2名に対して、児童心理司1名の配置基準



児童相談所の職員について

警察官 →平成27年度より配置(現在6児相で４名) 主として児童虐待への対応

福岡2名（久留米、大牟田兼務） 田川2名（宗像、京築兼務）

弁護士 →平成29年度より、弁護士を配置。 平成28年弁護士配置が法定化（児童福祉法12条3項）

県内6児相2名配置（警察官と管轄児相は一緒） 法的知識を要する業務を行う

児童福祉法28条や親権喪失又は停止の審判の申立て等の手続き。法的知識を前提に

当該措置等に反対している保護者への説明。対応困難な保護者の面接に同席等。

保健師 →平成29年度より保健師（現在6児相で５名）を配置。

児童の健康及び心身の発達に関する専門的な知識および技術を必要とする指導を行う。

赤ちゃん訪問による体重測定や栄養指導。性的逸脱行動のある子に対して性教育を行う。

児童精神科医 →今年度より、嘱託医として児童精神科医が配置。（週1回、4時間）

児童の健康及び心身の発達に関する専門的な知識により、子どもの処遇に関する助言を

受ける。子どもの問題行動等への対応方法などの相談を行うことが出来る。

児童相談所の職員について

＜一時保護所＞

※児童相談所に付属し、保護を必要とするお子さんを一時的に

お預かりする場所 （おおむね2歳以上18歳未満）

他の委託先；乳児院、養育里親、施設、病院等

※福岡県所管の児童相談所には、

福岡児相・久留米児相・田川児相・大牟田児相・宗像児相の

５箇所に一時保護所があります。

〇一時保護所に求められるもの

・適切な環境で一時保護が出来る受け皿の確保。

・個別対応が出来る環境整備、職員体制の強化。

・子どもの権利擁護、意見表明（アドボカシー）

児童相談所の職員について

＜一時保護所＞

児童指導員 一時保護している子どもの生活指導（24時間、2交代制）

保 育 士 行動観察、緊急時の対応等一時保護業務全般に関する

業務を行う。

看護師 入所児童の健康観察、服薬管理、治療、通院、給食献立作成

学習指導員 入所児童に合わせた学習指導（教員免許所持の指導員が担当）

調理員 毎食の食事やおやつの提供。アレルギー等に対応

保護所心理司 保護児童に対してプログラム（セカンドステップ）を行う。

職員に対してペアレントトレーニングを行う。

虐待が発生する要素

＜その１：保護者自身によるもの＞

例えば…

• 保護者が生活全般にわたりルーズであったり、性格的に対人関係などに
問題を抱えていたり、誤った育児信念を持っている

• 保護者が子ども時代に十分な愛情を受けていない

• 望まない妊娠

• 育児に関する自覚や育児知識が不十分



虐待が発生する要素

＜その２：子ども自身によるもの＞

例えば…

• 子どもの育てにくさ 発達障がい等

＜その３：家庭・家族関係＞

例えば…

• 夫婦の不和や経済的困窮など家族関係が不安定

• 育児不安や育児疲れによるストレス

• 父親が育児に協力的でなく母親の育児負担が増加

虐待が発生する要素

＜その４：社会環境＞

例えば…

• 核家族化の進行で子育て等の知識や経験が継承されにくい。

• 少子化で子育てを身近に観察する機会が大幅に減少

• 近隣とのつながりが弱く、保護者が子育てについて

誰にも相談できずに孤立

☆ 発 見 と 対 応 ☆
～虐待を発見したら速やかに通告を～

• 虐待が疑われる子どもを発見した者は、速やかに、市町村、福祉事務
所、もしくは児童相談所に通告しなければならない

• 通告は国民の義務として、法律に明記

• 子どものこと：氏名・年齢・就学状況

• 家族のこと：氏名・家族構成

• 虐待が疑われること：見た・聞いたこと

• けが・痣：部位や程度（傷の部分の写真を撮影）

• 全てが分からなくても通告できる・匿名可



２．撮影内容
① 誰を撮影したか。 【 】

② 撮影日時 令和４年 月 日 時 分～ 時 分

③ 撮影場所 大牟田児童相談所 室

④ 撮影者 (氏名→) (補助者→)

１．事前準備

☐ デジタルカメラは正確な時刻に設定されていますか❓
★時報又は電波時計とカメラの時刻を確実に合わせること！！★

☐ SDカードやマイクロSDカードは挿入されていますか❓
★せっかく撮影しても記録できなければ意味がありません★

☐ 背景は白などの単色になっていますか❓
★撮影場所が背景から特定されないように！！★

写真撮影のときのポイント

★撮影の間、マスクを外してもらいましょう

★撮影は基本的に水平で（被撮影者の目線で）

★撮影の手順

①全体像（正面→側面→背面→側面）
②上半身アップ（顔貌をメインに）
③傷・痣のアップ
＊以上はスケールなしで

④傷・痣にスケールを当てて、 アップで撮影

☆撮影後、記録を確認し、不鮮明な画像や
撮影漏れがないようにしましょう。

◇市町村・児童相談所への通告◇

• 虐待が疑われる時は、速やかに通告

• 子どもの言ったことを要約せず、聞いたこと、見たこともその
ままで通告を

• 通告へのためらい：守秘義務には違反せず、個人情報保護上も
問題なし

• 1人で抱え込まず、チームで対応。情報共有

• 実際に虐待がなかったとしても、責任は問われない

通告があったら ～児童相談所の対応～

〇緊急受理会議

・子どもの状況 ・一時保護の実施の要否

・保護者対応等検討

〇安全確認・調査

・市町村に照会、関係機関調査

・子どもに聞き取り、きょうだい児確認

・状況を保護者に聞き取り

※関係機関で情報共有 安全チェックリスト、アセスメントツールを活用

子どもの安全確認と一時保護

〇子どもの安全確認（４８時間以内）

〇調査のため職権で一時保護（児童福祉法３３条）

〇子どもの安全を図り、干渉や影響を受けないで家庭環境等

調査するための保護

・写真（痣・傷、全体・部分）～普段から慣れている人が安心～

・受診・鑑定（必要時） ～受傷の状況がハッキリしない～

・警察と協同（必要時） ～事件化も視野に入れる場合、協同面接～

〇親子分離だけが目的ではない



�通告があれば‥保護者と話す�

• 保護者の話を丁寧に聞くことで、事情が分かることも多い

• 子どもの育てにくさや困り感を語り、

叩いたことを認めるのは、安心材料の１つ

• 子どもの話と親の話が全く食い違う時は、

さらに調査や面接を続ける

• 叩いたことは認めるが、親が叩くのをやめないと話すのは、

さらに指導を続ける

児童虐待通告～そのあと

「通告で関わる～多くは在宅で指導」

・現状把握、保護者・児童と面接、安全計画

場合によっては「児童福祉司指導」（行政処分）

・地域や学校との情報共有（ケース会議）

⇩

・家庭引取り

※関係機関での見守り

児童の状況

保護者の状況

リスクを把握

性的虐待疑通告～注意点

「性的虐待疑いの相談があったらすぐ通告」

※ それ以上、詳しい話は聞かず、子どもの話した言葉そのままを 児相に通告

※ 子どもが「誰にも言わないで」と話したとしても、『あなたの安心や安全が

守られない時は通告する義務がある』と伝える

※ 話しやすいことから開示する可能性あり（自発的な話はしっかり聞く）

※ 子どもに初期調査・・・児相が面接。性的なフレーズが出たら基本的に職権保護

※ 事実確認・・・事件化も視野に入れると、協同面接（警察・検察、児相）

子どもの負担を減らすため。事実確認の面接を1度で終えるため。

～ 通告は魔法の杖ではない ～

「通告しても魔法のようには解決しない」

関係する機関が主体的に責任を分担して、連携することが大切

「情報共有が大切」・緊急性 ・支援内容 ・対応についての判断

「通告はきっかけ ～在宅支援～ 」

・保護者に心配内容を確認すると、虐待については誤報の場合も

・現状把握後、保護者と子どもの問題や困り感を共有し、親族や関係機関などの支援を整える

・リスクに応じて家族や要保護児童対策地域協議会、ケース会議で情報共有

・子どもは成長していく

・より良い支援のために、支援者も繋がる



支援でつながる

• 目線は子ども中心、家族や関係機関も繋がる

• 通告は援助のきっかけを作るもの

• 子どもや家族の話を聞き、前向きに肯定的に良い行動は誉めてのばし、関係構築

• 1人で抱え込まないで、チームで対応

• 心配や不安な気持ちを話せる場を保証

• 不適切行動には適切な行動を具体的に教える

• 子どもの育ちの根っこを支え、家族を応援

• 子どもの最善の利益のために支援して連携

• すべての子どもを社会全体で育成

・日常的に子どもかかわる学校は虐待を発見しやすい立場。

・養護教諭は職務上（身体測定や各健診、応急処置や相談活動等）、身体的
虐待やネグレクト等を観察しやすく発見もしやすい。また、体調不良で保健
室にたびたびくる児童や不登校児童、その他さまざまな相談にくる児童の利
用も多く、虐待を受けるリスクのある児童と関わる機会が多い。

・上記のような機会の中で、虐待のサインや気になることがある場合（虐待
の早期発見、早期対応）に相談してほしい（市町村でも可）。

・仮に一時保護後や児相介入後でも、子どもの相談先や見守り先として、担
任の先生や養護教諭にお願いすることも多く、こどもの身近な存在である養
護教諭との連携は虐待対応では必須。

・関係機関で情報共有し、子どもの最善の利益ための支援していってほしい。

～ 児童虐待における養護教諭の役割について ～

～ お願い ～

・虐待かなと思った場合には、速やかな通告をお願いしたい。

※児相に直接言いにくい等であれば、市町村（要対協）でも可。

・身体的な虐待の場合（傷・痣）写真送信してほしい。

※ワード・エクセルに張り付けずに写真のデータそのままで！

・傷痣等があり、本人に聞き取る場合は、誘導的な聞き方はせず、どのよう
に聞いて、どのように児童がいったかをそのまま通告してほしい。

※仮にたたかれた等の訴えがあった場合に、そのように至った経緯も
聞き取りできればしてほしい。

・性的虐待の開示があった場合は、速やかな通告を！

※別紙を学校内でも周知してほしい。

ご清聴ありがとうございました。



家庭内性暴力かもしれない Ｈ28.12 作成 福岡児童相談所 

家庭内性暴力かもしれない… 

 

○ 子どもが性的被害をうかがわせる訴えをしたときはすぐに児童相談所に連絡を！ 

たとえば…      エッチなことをしてくる 、体を触りにくる、体を触られる、なでられる、なめられる  

体を触らせられるのがイヤ・困る、お布団に入ってくる（のがイヤ・困る）  

服を脱がされる 裸にされるのがイヤ (場面不明で) etc… 

細かいことがはっきりしなくても、このようなことを子どもが話したら、すぐに児童相談所に通告して

ください。 

家庭内性暴力は、身体的虐待のような客観的情報や証拠が乏しいので、子どもの被害を最初に聴いた関係者

の通告が重要なカギとなります。家庭内性暴力の疑いがあるときは確証がなくても児童相談所に通告し

てください。 

 

○ 子どもが話す以上のことは聴き出さないでください！ 

自発的な子どもの言葉を聴き取ったら、それを正確に記録し、まず児童相談所に通告してくださ

い。 

事実を解明しようとしたり、虐待の確証を得ようとして大人の側からあれこれと質問することは、子どもの

証言の暗示・誘導（情報汚染）や言葉の言い換え（情報操作）の原因となる危険性が高いので、

子どもが話す以上のことは聴き出さないでください。 

子どもが続けて自発的に話す限りはそれを聴きとることが大切です。その際には、子どもが自発的に話

をすることを尊重し、励ます意味で「それで？」「それから？」と相手の話を聴き続けるための応答

のみにとどめ、子どもがいったん「それだけ」と話を切り上げたら、そこで終ることを尊重してく

ださい。  

 

○ 通告を受けた児童相談所では 

できるだけ早く（原則、その日の内に）初期調査を行い、子どもや子どもから話を聞いた人から

直接話を聞きます。 

詳しい調査は、周囲からの影響を取り除いた形で行う必要があるため、多くの場合は子どもを一時保

護してから調査します。 

子どもからの立証性ある証言を聴取するために、児童相談所では特別にトレーニングを受けた職

員が「被害事実確認面接」を実施します。 

 

○ 通告したら 

子どものプライバシーが守れる場所で子どもの身柄を安全に確保して調査を待ってくださ

い。  

児童相談所に通告したことは、ごまかさず、嘘をつかずに子どもに告げてください。 

通常は、児童相談所が現場に到着して子どもに面接する直前に伝えてもらっています。 

手順については、児童相談所とよく打ち合わせてください。 


